
 

日本気象学会 

2005 年度春季大会公開シンポジウム 
 

地球環境の進化と気候変動 
 

 

 

日時：5月 15 日（日）14:00 - 18:00 

場所：東京大学安田講堂 

（会場：http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_00_01_j.html） 

共催：日本気象学会地球環境問題委員会 

後援：東京大学地球惑星科学専攻 21 世紀 COE プログラム 

どなたでもご自由に参加できます（入場無料・参加申し込み不要） 
 



 

＜講演プログラム＞ 

14:00-14:05 趣旨説明                 

松本 淳  （東京大学 大学院理学系研究科） 

 

[基調講演] 

14:05-14:30 地球環境の変遷：比較惑星学の視点から   

阿部 豊   （東京大学 大学院理学系研究科） 

14:30-14:55 酸素濃度の増大とスノーボールアース・イベント 

田近 英一 （東京大学 大学院理学系研究科） 

14:55-15:20 チベット高原の上昇は新第三紀以降のアジア・太平洋域の気候変化と 

アジアモンスーンの成立にどのような影響を与えたか？ 

安成 哲三 （名古屋大学 地球水循環研究センター） 

15:20-15:45 アジアモンスーンの変動とダンスガード・オシュガーサイクル 

多田 隆治 （東京大学 大学院理学系研究科） 

15:45-16:05     ＜休 憩＞ 

16:05-16:30 サンゴが語る過去の気候変動 

茅根 創   （東京大学 大学院理学系研究科） 

 

[コメント] 

16:30-16:45 変動する地球気候 

山形 俊男 （東京大学 大学院理学系研究科） 

16:45-17:00 オゾンホールの科学 

小池 真   （東京大学 大学院理学系研究科） 

17:00-17:15 地球環境の変遷と文明の盛衰：人間活動に対する気候変動の影響 

福澤  仁之  （首都大学東京 都市環境学部） 

17:15-18:00 総合討論 司会 松本 淳 （東京大学 大学院理学系研究科） 

 

＜お問い合わせ先＞  

2005 年度日本気象学会春季大会実行委員会シンポジウム担当委員 

   東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 松本 淳 

   電話 03-5841-4575 FAX: 03-5841-8178 e-mail:jun@eps.s.u-tokyo.ac.jp 

 

 

 

 

 


